






目的 

未熟児網膜症に対する光凝固治療を行なった症例に対して,術後の長期観察を行ない,同症

に対する治療の適切な時期・方法手技・光凝固量などについて検討を加えること。同時に

光凝固治療の成長後の網膜機能に及ぼす影響を検討すること。 


